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2012年のブラジル農業（大豆・トウモロコシ）
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１.　はじめに
2012 年は米国の穀倉地帯である中西部が半世紀

ぶりの大干ばつに襲われ，シカゴ商品取引所では
トウモロコシが 8 月 21 日に 8.3 ドル／ブッシェル，
大豆が 9 月 4 日に 17.7 ドル／ブッシェルという史
上最高値を付けました。しかし，価格はその後徐々
に下落し，2013 年 3 月下旬時点でトウモロコシが 7
ドル台前半，大豆が 14 ドル台前半というようにピー
ク時より 13 ～ 19％下落しました。

この背景には 2013 年産の南米の新穀が両作物と
も豊作だという見通しと，特にトウモロコシに関し
てはブラジルの 2012 年産が史上最大の豊作である
ことが明らかになっていたため，同国から大幅な輸
出拡大が見込まれたという事実があります。

実際，2012 年のブラジルのトウモロコシ輸出量
は 1,978 万トンと前年の 946 万トンから倍増し，初
めてアルゼンチンを抜いて，米国に次ぐ世界第 2 位
のトウモロコシ輸出国の座につきました。日本も今
まで飼料用トウモロコシは米国からの輸入が全体の
約 9 割と圧倒的な割合を占めていましたが，2012
年に限っては，月別でみたブラジルからの飼料用ト
ウモロコシ輸入が同年 11 月に史上初めて米国を上
回りました。この結果，日本における米国のシェア
は 2011 年の 87％から 2012 年には 68％へと下がり
ました。このように，米国が不作の際に代替する食
料基地として南米に対する注目度が高まっていま
す。しかし，国際農産物市場における南米の台頭は
今に始まった話ではありません。

そこで，本研究では，まず大豆とトウモロコシ
の国際市場における南米の躍進と生産量の増大の要
因を分析しました。次に，南米の中でも特に農業発
展が著しいブラジルに焦点を当て，2011/12 年度の
両作物の生産・貿易を概観するとともに，次年度の
見通しを行いました。

２.　大豆・トウモロコシ輸出における南
米の躍進
国際農産物市場における南米の台頭をみるうえ

で，典型的な例は大豆です。輸出量のシェアをみる

と，かつては米国・カナダの北米が圧倒的なシェア
を誇っていました。しかし，ブラジル・アルゼンチン・
パラグアイ・ウルグアイの南米 4 カ国のシェアが次
第に上昇し，2002/03 年度には北米を逆転し，現在
では世界の大豆輸出量の過半が南米から供給されて
います。これは非常に大きな変化です。

時期的には大豆より遅れたものの，21 世紀に入っ
てからブラジル・アルゼンチンという南米 2 カ国か
らのトウモロコシ輸出も拡大しました。1991/92 年
度には両国合計でも世界輸出量の１割にも満たな
かったシェアが 20 年後の 2011/12 年度には 33.4％
に上昇し，米国の 35.4％に拮抗するまでになってい
ます。

生産量増加の貢献度を収量と面積に分けて
1980/81 ～ 2010/11 年度の 30 年間を対象に筆者が
計算した結果では，トウモロコシの場合，単収増加

第１図　農業の全要素生産性（TFP）の年平均伸び
率（1972-2002年）

資料：Geraldo San’Ana de Camargo Barros (2012), “Agricultural 
Policy in Brazil: subsidies and investment”, Brazilian agri-
culture development and changes, EMBRAPA.

注．米国は1975-2004年の平均，原データはERS/USDA.
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資料：USDA, PSD Online より作成．
注．各増加率は年平均（％）で（　）内は貢献度（％）．南米は

ブラジル・アルゼンチン・パラグアイ・ウルグアイの合計．
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第1表　大豆生産の増加要因（1980/81-2010/11年度）
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の貢献度が米国で 8 割以上，南米が 9 割以上と，両
地域とも同じ傾向を示しています。これに対し，大
豆の場合は第 1 表のように，北米はトウモロコシと
同様に収量の貢献度が 75.7％と大きく，逆に南米は
面積拡大の貢献度が 75.9％と対照的な結果になって
います。

南米農業が発展しているのは大豆やトウモロコ
シだけではありません。全般的な技術進歩の伸びに
も目を見張るものがあります。第 1 図は全要素投
入量と全産出量の比率を示す全要素生産性（TFP）
の年平均伸び率を示したものです。この図を見ると，
ブラジル，アルゼンチン，チリ，ベネズエラ，ウル
グアイは TFP の伸び率において米国を上回ってお
り，単なる面積の拡大だけでなく，技術進歩により
農業発展してきたことがわかります。なかでも，ブ
ラジルの TFP の伸びはアルゼンチンと並んで高く
なっています。

３.　2011/12年度の穀物生産と次年度見
通し
まず大豆ですが， 2011/12 年度の生産量は 6,638

万トンと前年度の 7,532 万トンと比較して 12％の減
産となりました。これは主として 2011 年末の旱ば
つにより，南部の単収が 35％低下したためです。

次にトウモロコシの生産量は 7,298 万トン（対前
年度比 27.1％増）という史上最大の豊作でした。し
かし，内訳を見ると，夏に作付けする第 1 作の生産
量は 3,387 万トンで前年度比 -3.1％とわずかに減少
しました。これに対して，大豆の収穫後に作付けす
る第 2 作は前年度より 74.1％増加して 3,911 万トン
になり，史上初めて第 1 作を上回り，結果的に合計
した生産量が史上最大になったわけです。
　この結果，不作であった 2011/12 年度の大豆の期末
在庫（2012 年 12 月末）は前年度の 302 万トンから 44
万トンと約 7 分の 1 の水準まで低下しました。トウ
モロコシは史上最大の輸出量を記録したにもかかわ
らず，期末在庫（2013 年 1 月末）は 587 万トンと前
年度の 596 万トンより若干の減少に留まりました。

　これを反映し，第 2 図のように大豆の国内価格
は 2012 年に入って急上昇し，次年度の作付面積の
基準となる大豆とトウモロコシの比価も 2012 年に
なってから上昇しました。

そのため，第 2 表のように，2012/13 年度の大豆
の作付面積は 10.7％増とこの 5 年間で最大の伸びを
示しました。これに対して，大豆と作付けする土地
で競合するトウモロコシ第 1 作の作付面積は 9.0％
減少する結果になっています。しかし，大豆の収穫
後に作付されるトウモロコシ第 2 作は逆に 15.6％と
大幅に増加し，トウモロコシ合計では 3.3％の増加
になっています。

以上のことから，国家食料供給公社の見通し
（2013 年５月現在）では，2012/13 年度の生産量は
大豆が 8,151 万トン，トウモロコシは 7,800 万トン
と両作物とも史上最大になる見通しです。昨年の夏
作の作付け時の予想では大豆の相対価格が上昇した
ため，トウモロコシ第 1 作の作付けが 2012/13 年度
では減少し，全体の生産量は微減するというもので
した。ところが現実にはトウモロコシ第 2 作の作付
け増が第 1 作の減を補ってあまりある結果になりそ
うです。大豆の裏作にあたる第 2 作は大豆の作付面
積が増えれば，こちらも増えるという補完関係にあ
ります。ブラジルのトウモロコシ生産構造がこのよ
うに変化したということを念頭において考えなけれ
ば，今後の生産動向を見誤る結果になるというのが
2012 年に得られた教訓ではないでしょうか。

第２図　大豆とトウモロコシの比価（国内平均）
資料：Agrolink (http://www.agrolink.com.br/)より作成．
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大豆 トウモロコシ 比価（右軸）

R$/60kg

大豆 トウモロコシ
第１作 第２作 合計

作付面積 伸び率 作付面積 伸び率 作付面積 伸び率 作付面積 伸び率
2008/09 23,210 8.9% 9,243 -4.1% 4,894 -4.6% 14,137 -0.3%
2009/10 23,468 1.1% 7,724 -16.4% 5,243 7.1% 12,967 -8.3%
2010/11 24,181 3.0% 7,638 -1.1% 6,168 17.7% 13,806 6.5%
2011/12 25,042 3.6% 7,559 -1.0% 7,620 23.5% 15,178 9.9%
2012/13 27,715 10.7% 6,879 -9.0% 8,807 15.6% 15,686 3.3%

資料：国家食料供給公社，2012/13年度第８回作況調査報告（2013年５月）．
注．2012/13年度は見通し．

第２表　作付面積の推移
（単位：1000ha）
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概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。





		手動チェックが必要: 2



		手動チェックに合格: 0



		手動チェックに不合格: 0



		スキップ: 1



		合格: 14



		不合格: 15







詳細レポート





		文書





		ルール名		ステータス		説明



		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		不合格		文書がタグ付き PDF である



		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる



		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		合格		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		不合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している



		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定



		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている



		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない



		フォーム





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		不合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		不合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素



		テーブル





		ルール名		ステータス		説明



		行		不合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		不合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き





		ルール名		ステータス		説明



		箇条書き項目		不合格		LI は L の子である必要がある



		Lbl と LBody		不合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある



		見出し





		ルール名		ステータス		説明



		適切なネスト		不合格		適切なネスト
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